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 元和 2 年（1616）、徳川家康が死去すると、義直は

それまで生活していた駿府から名古屋に移り、このと

きより名古屋城は尾張藩主義直の居城としての歩み

を始めた。義直は、はじめ本丸に入ったが、元和 6 年

（1620）には、本丸から二之丸御殿に移り、以後、二

之丸御殿が尾張藩における政治の中心となって「御
お

城
しろ

」と呼ばれた。 

 義直が治めた尾張藩は、尾張に加え、美濃、信濃、

三河、近江、摂津のそれぞれ一部を領地とする約 62 万

石の大藩であった。尾張藩は、広大な濃尾平野や良材

に恵まれた木曽の山などを抱えていたことから、実際

には石高以上の実収高があったとされる。また、家康

の九男であった義直は、同じく家康の 10 男で紀伊藩

主となった頼宣
よりのぶ

、同 11 男で水戸藩主となった頼房
よりふさ

に

対して長兄であったため、尾張藩は御 

  

図 1-20 正保四年名古屋城絵図（名古屋城部分） 

図 1-21 徳川義直画像（模本） 
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【コラム】徳川美術館の文化財 

 

2 代藩主光友が大曽根屋敷として造営し、明治時代、尾張徳川家の別邸として

使用された地は、現在、徳川園として整備公開されている。 
徳川園の一角に立地する徳川美術館は、昭和 10 年（1935）、徳

とく

川
がわ

黎
れい

明
めい

会
かい

によ

って開設されたもので、尾張徳川家に伝えられた数々の「大名道具」をそのまま

収蔵し、展示・公開している他に例を見ない美術館である。 
収蔵品は徳川家康の遺品を中心に藩祖義直以下歴代藩主とその家族の遺愛品

1 万数千件に及ぶ。その中には、武家のたしなみとして重んじられた茶の湯に関

する収蔵品も多い。「紙
し

本
ほん

著
ちゃく

色
しょく

源氏物語絵巻」をはじめ国宝 9 件、重要文化財

59 件を含み、徳川美術館ならではの豊富さ、質の高さ、そして保存状態のよさ

を誇っている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1-23 初音蒔絵黒棚飾り 

（櫛箱・歯黒箱・小角赤手箱・渡金箱付き） 

 

写真 1-24 源氏物語絵巻 柏木（三）絵 
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